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昨
年
一
〇
月
に
ロ
シ
ア
の
外
国
投
資
・
経
済
協
力
担
当
の
ド
ミ
ト
リ
エ
フ
大
統
領
特
別
代
表
が
ロ
シ
ア
の
東
端
の
チ
ュ
ク

チ
半
島
と
ア
メ
リ
カ
の
西
端
の
ス
ワ
ー
ド
半
島
の
中
間
の
ベ
ー
リ
ン
グ
海
峡
に
海
底
ト
ン
ネ
ル
を
建
設
す
る
構
想
を
提
案

し
た
。
名
称
を
「
プ
ー
チ
ン
・
ト
ラ
ン
プ
・
ト
ン
ネ
ル
」
と
し
、
両
国
の
友
好
と
団
結
の
象
徴
と
な
る
と
い
う
意
義
を
強
調

し
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
も
賛
意
を
表
明
し
て
い
る
。 

 

こ
の
海
底
ト
ン
ネ
ル
構
想
は
今
回
が
最
初
の
登
場
で
は
な
く
、
帝
政
ロ
シ
ア
時
代
の
一
九
〇
五
年
に
皇
帝
ニ
コ
ラ
イ
二
世

が
計
画
を
承
認
し
て
「
ア
ラ
ス
カ
・
シ
ベ
リ
ア
横
断
鉄
道
会
社
」
が
設
立
さ
れ
て
予
備
調
査
が
実
施
さ
れ
て
以
後
、
レ
ー
ニ

ン
、
ス
タ
ー
リ
ン
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
の
時
代
に
も
構
想
が
検
討
さ
れ
た
が
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
崩
壊
や
金
融
危
機
で
進
展
し
な

か
っ
た
。 

 

現
在
、
使
用
さ
れ
て
い
る
海
底
ト
ン
ネ
ル
の
距
離
は
津
軽
海
峡
の
海
底
を
通
過
す
る
「
青
函
ト
ン
ネ
ル
（
五
四
キ
ロ
）」
が

一
位
、
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
の
中
間
の
ド
ー
バ
ー
海
峡
を
連
絡
す
る
「
英
仏
海
峡
ト
ン
ネ
ル
（
三
八
キ
ロ
）
」
が
二
位
で
あ

る
か
ら
、
約
一
一
二
キ
ロ
に
な
る
「
プ
ー
チ
ン
・
ト
ラ
ン
プ
・
ト
ン
ネ
ル
」
は
目
立
ち
た
が
り
の
二
人
の
首
脳
に
と
っ
て
は

格
好
の
目
標
と
な
る
。 

 

こ
れ
以
外
に
日
本
周
辺
に
は
九
州
の
唐
津
と
韓
国
の
釜
山
を
対
馬
経
由
で
連
絡
す
る
「
日
韓
ト
ン
ネ
ル
（
二
三
〇
キ
ロ
）
」、

北
海
道
宗
谷
岬
と
樺
太
を
連
絡
す
る
「
宗
谷
海
峡
ト
ン
ネ
ル
（
四
三
キ
ロ
）
」
、
樺
太
と
ロ
シ
ア
を
連
絡
す
る
「
間
宮
海
峡
ト

ン
ネ
ル
（
一
〇
キ
ロ
）
」
が
構
想
さ
れ
、
こ
れ
ら
が
実
現
す
れ
ば
日
本
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
や
北
米
大
陸
と
新
規
の
関
係
を
構

築
す
る
こ
と
に
な
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
陸
路
の
移
動
は
空
路
に
比
較
す
れ
ば
時
間
が
か
か
る
よ
う
で
あ
る
が
、
実
際
に
建
設
の
計
画
が
検
討
さ
れ
て

い
る
高
速
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
れ
ば
空
路
と
大
差
の
な
い
時
間
で
往
来
が
可
能
に
な
る
し
、
さ
ら
に
重
要
な
特
徴
は
空
路
に
比

較
し
て
運
行
頻
度
が
大
幅
に
増
加
で
き
る
の
で
輸
送
で
き
る
人
間
や
物
資
は
桁
違
い
に
増
大
し
、
費
用
が
大
幅
に
安
価
に
な

る
こ
と
で
あ
る
。 

 

こ
こ
ま
で
紹
介
し
た
輸
送
技
術
の
革
新
が
検
討
す
べ
き
課
題
は
情
報
社
会
の
進
展
が
人
間
の
活
動
に
も
た
ら
す
影
響
で

あ
る
。
現
在
で
は
大
容
量
通
信
網
が
世
界
全
体
に
整
備
さ
れ
、
映
像
を
駆
使
し
て
情
報
交
換
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
っ
て
い

る
し
、
通
信
料
金
も
初
期
と
比
較
す
れ
ば
桁
違
い
に
安
価
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
人
間
の
対
面
が
重
要
と
さ
れ
る
か

で
あ
る
。 

 

そ
の
検
討
の
素
材
と
な
る
一
例
が
ト
ル
コ
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
と
ア
ジ
ア
大
陸
を
隔
離
し
て
い
た

ボ
ス
ポ
ラ
ス
海
峡
の
海
底
を
横
断
す
る
マ
ル
マ
ラ
イ
ト
ン
ネ
ル
で
あ
る
。
一
九
世
紀
か
ら
提
唱
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
九
七

年
に
再
度
提
唱
さ
れ
、
古
代
遺
跡
の
存
在
に
よ
り
開
通
が
延
期
さ
れ
た
も
の
の
二
〇
一
三
年
に
利
用
が
開
始
さ
れ
、
両
岸
の

関
係
を
激
変
さ
せ
た
。 

 

ト
ン
ネ
ル
は
交
流
の
な
か
っ
た
地
域
を
親
密
な
関
係
に
す
る
な
ど
の
効
果
が
あ
る
が
、
川
端
康
成
の
『
雪
国
』
の
冒
頭
の

名
文
「
国
境
の
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
雪
国
で
あ
っ
た
」
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
ト
ン
ネ
ル
に
は
異
質
の
社
会
を
遭
遇

さ
せ
化
学
反
応
を
発
生
さ
せ
る
役
割
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
世
界
規
模
の
長
大
ト
ン
ネ
ル
の
効
果
を
理
解
す
る
こ

と
も
重
要
で
あ
る
。 

 

ト
ン
ネ
ル
掘
削
技
術
の
進
歩
と
と
も
に
、
冒
頭
に
紹
介
し
た
ベ
ー
リ
ン
グ
海
峡
横
断
ト
ン
ネ
ル
を
筆
頭
に
、
こ
れ
ま
で
構

想
は
あ
っ
た
も
の
の
実
現
で
き
な
か
っ
た
長
大
ト
ン
ネ
ル
が
次
々
と
実
現
し
て
い
く
時
代
が
到
来
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
が
も

た
ら
す
効
果
に
よ
っ
て
、
複
雑
な
国
際
関
係
に
ど
の
よ
う
な
化
学
反
応
を
発
生
さ
せ
る
か
は
ト
ン
ネ
ル
技
術
大
国
・
日
本
が

真
剣
に
検
討
す
る
課
題
で
あ
る
。 


